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朝来市有林オフセット・クレジット（50t）購入し、朝
来市の森づくりに協力しています。（対象山林）



□ごあいさつ
　

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ． 環境関連法規及び地元との約束を遵守し、環境保全に取り組みます。

２ ． 建設事業に伴う環境負荷の低減に努めます。

　（１） 電力及び燃料（自動車及び重機）の使用による二酸化炭素排出量の削減

　（２） 廃棄物の削減と分別（一般廃棄物・産業廃棄物）

　（３） 適正な利用による水使用量（資材倉庫分）の削減

　（４） 事務用品等のグリーン購入促進

３ ． 継続的な改善に取り組み、建設事業を通じて環境改善に努めます。

　（１） 〔建築部門〕省エネルギー・長寿命住宅（長期優良住宅）の提案

　（２） 〔土木部門〕ICT施工の推進・県産材の利用促進

４ ． 本方針を全従業員及び協力会社社員に周知させ、社外へも公開します。
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　当社は１９８４年３月の設立以来、「最良の品質管理と技術を駆使し、アース（EARTH）の社名の如
く、地球、大地、自然に優しく、顧客、地域社会に信頼され、貢献できる会社づくりを目指す」という理
念に基づき事業を展開しています。
　特に、砂防や治山施設、道路改良、災害復旧等の公共工事において実績があり、県・市との災害
時の応急対応協定を締結し、除雪等の地域貢献にも積極的に参加しています。
　また、土木建築工事の設計施工及び宅地建物取引業により、土地の造成から建物の基礎工事、新
築・リフォーム工事まで、お客様お一人お一人のニーズにあった提案をさせていただき、ご要望にお
応えしております。
　さらに、エコアクション２１への取組みを通して、ＳＤＧｓ（国連が掲げた持続可能な開発目標）に取り
組み、朝来市有林オフセット・クレジットの購入により、森林環境の保全にも貢献しています。
　地域のインフラ整備や災害時の応急対応などの役割が期待される中、建設業界では従業員の高
齢化が進行しています。今後は、IT技術を活用したICT施工のさらなる導入により、生産性の向上、環
境負荷の低減を図り、あわせて働き方改革により、若者に魅力ある職場づくりを進めてまいります。

改定日：

制定日： 2011年6月1日

2020年4月1日

代表取締役

株式会社アース建設

環境経営方針

　アースの社名の如く、地球、大地、自然を大切にし、事業活動を通して地球温暖化問題や地域の環
境問題に自主的・積極的に取り組みます。
　社員一丸となって環境負荷の低減に取り組み、地域、社会に貢献できる事業を展開していきます。



□組織の概要

（１） 名称及び代表者名
株式会社 アース建設
代表取締役　　松本　政信

（２） 所在地
本　　　社 兵庫県朝来市和田山町加都87-3
資材倉庫 兵庫県朝来市和田山町枚田1157

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 専務　 松本　　央 TEL：079-674-1289
担当者 総務部 田中　達人 TEL：079-674-1289

（４） 事業内容

（５） 事業の規模
売上高 万円

従業員　　　　　 名 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 10 月 1 日 ～ 9 月 30 日

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 株式会社 アース建設
対象事業所： 本　　　社

資材倉庫
対象外： なし

活動： 建築工事業・土木工事業・宅地建物取引業

□事業の紹介
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ICT法面整形の様子

　　　　橋台工の様子株式会社アース建設本社

580
15 0 15

1,070490

本　　　社 資材倉庫 合　　計

79,573

建築工事業・土木工事業　(兵庫県知事（特ー３)第６００８６２号）
宅地建物取引業　(兵庫県知事（５)第６０００４７号）



□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
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役割・責任・権限

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

1名

・環境管理責任者の補佐
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境経営に関する統括責任

・環境経営レポートの確認

代表者（社長）

・環境管理責任者を任命
・環境経営方針の策定・見直し

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

社長　松本政信

専務　松本　央

・自部門における環境経営方針の周知

・環境活動の実績集計

部門長

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

2019年10月1日

 環境管理責任者

環境事務局

環境管理責任者
　　(専務）

環境事務局

・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理

代表者

土木部 工事現場 建築部 営業部 資材倉庫総務部



□主な環境負荷の実績

単位

※二酸化炭素排出係数 関西電力㈱の調整後の係数（2019）
※二酸化炭素排出量は灯油、資材倉庫の電力を含む

※負荷の実績は工事現場を含む

□環境経営目標及びその実績

〇

〇

✕

〇

〇

〇

✕

〇
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軽油使用量 L 74,732 44,115 42,170

電力使用量 kWh 22,484 27,660 21,943

ガソリン使用量 L 11,996 10,076 8,728

kg-CO2

t
t

㎥
kg-CO2/kWh

kg-CO2 6,978 7,508
108.7%

7,740

0.240

23,610 23,366

L 10,265 10,060 8,728 9,957 9,854

行動目標（次項による）

化学物質については使用実績がないため目標設定を行っていない。

99%

13

99%

13

115.3%

基準年度比 2018年 98% 90% 97% 96%

22,862

18 5水使用量

kWh

電力による二酸化炭素削
減

24,340

水道水（倉庫分）の削減 ㎥ 3

基準年度比 2018年 98% 84% 97%

98% 85% 97%

96%

98.0%

553.07

一般廃棄物の削減

建設副産物の再資源化
率の向上

98% 97%

136,572

558.83

2020年度 2021年度

96%

23%99%
環境に配慮した工事の推
進

基準年度比

項　目

361

廃棄物排出量

139,417

23,339

（実績） （目標）

20,249

（基準年)

136,025

23,100

7,585

42,910 42,052 42,170

564.59 361.22

0.250
116.7%

0.245 0.243

23,853 21,943

137,995

t

0.25 0.11 0.21

633

106,279
達成率 99.7%

基準年度比 98% 98%

41,623 41,194

0.318

達成率

298

（目標）

7,431

2024年度2022年度 2023年度

3

（目標）
評
価

　　　　　　　　  　　　　　　　　年　度
　　項　目

基準値

2022年度

二酸化炭素総排出量 228,037

　一般廃棄物排出量
　産業廃棄物排出量

産業廃棄物の削減

達成率

上記二酸化炭素排出量
合計

576.11

2018年

基準年度比 2018年

% 98.0%

重機等の燃料による二酸
化炭素削減

2018年

142,263

13

kg-CO2 110,708

（ガソリン）

108,494

146,207 136.152

自動車の燃料による二酸
化炭素削減

kg-CO2 23,815

基準年度比 2018年

96%

96%

達成率 156.3%

達成率

97%

（軽油）
108,798 107,387

63%

kg-CO2

達成率

L

429.7%

t

達成率 98.7%
98.0% 96.7% 98.0%

13

0.210



□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた（100%以上）○まあまあできた（99%~80%）△あまりできなかった(79%未満)×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2018年

2022年

自動車の燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2018年

2022年
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（単位：L）

10月
1,269 1,541 2,209

823

・事務所等、昼休みなど不必要な時の消灯
(随時)

○

低燃費車の導入、現場への移動の相乗り等、削減に努めた結果、
目標を達成した。次年度以降も車両の更新時には低燃費車を導入
し、さらなる削減に努めたい。

2018年 10,265

3,175 1,981
5月

5月 6月 7月 8月 9月4月3月

591 528 704
1,256

合計

○ 空調温度の適正管理、不要な照明の消灯等により削減に努めた。
空調設備を更新したこともあり、削減目標を達成できた。次年度も
さらなる削減に努めたい。

（単位：KWh）

取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況

・使用頻度の低い箇所の消灯（随時） ○

2月1月12月

○
数値目標

・空調温度の適正化（冷房28℃　暖房20℃）

11月

10月 11月 2月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

1,896

2022年
826 629

2,153 2,088 1,818 1,083
21,943

8,728
665757

・エコドライブの推奨 ○

885681 878 831 693 693 928

SDGsとの関わり

626 1,000912 882

アイドリングストップ ○
急発進、急加速、空ぶかし ○

1,264
1,8392,001

3月

1,632 2,869 2,0891,223
1,958

4月
1,809 1,133

2018年 24,340 2022年

数値目標

828 747 905 725

12月 1月

SDGsとの関わり

○

達成状況

9月8月7月6月
3,032 2,363 2,606

合計
1,252

0

1,000

2,000

3,000

4,000

電力（kWh） 2018年 2022年

0

500

1,000

1,500

10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

ガソリン（L) 2018年 2022年



重機等の燃料による二酸化炭素削減

2018年

2022年

一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2018年

2022年

-6-

（単位：t）

7月

0.07

SDGsとの関わり

2,8254,005

0.00

3月

2018年合計

0.00 0.09
8月

分別を徹底し削減に努め目標を達成できた。次年度以降も、分別
の徹底に努め減量化を図りたい。

3月 9月
2,268

7月
3,916
3,885

8月

3,608
5,3443,706
5,0163,705

合計 42,1702018年 42,910 2022年

3,703
4月 5月 6月

3,351
3,377

（単位：L）

2月
2,944

1月

・エコドライブの推奨

2,429 3,628 2,453
3,394

10月 11月 1月 2月
0.00

0

2,782

0.11
12月

2,984

0.00 0.00
0.00
0.00

4月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 〇 低燃費機械の導入等、削減に努めたが、わずかに目標数値に及
ばなかった。次年度以降も重機の更新時には低燃費機械を導入
し、さらなる削減に努めたい。

SDGsとの関わり

0.05 0.00
9月

0.07
0.00

0.00
0.00

0 0

達成状況

数値目標 ○

3,206 3,409

10月 11月 12月
4,298 4,844

取組結果とその評価、次年度の取組内容

0.00
0.00

0.250 2022年
0.00 0.00 0.020.05

0.00

0.210

0.00
5月 6月

○
急発進、急加速、空ぶかし ○

・分別の徹底(持ち込み時の確認)

0 0

○
0

○
アイドリングストップ

0

2,000

4,000

6,000

10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

軽油（L) 2018年 2022年

0.00

0.05

0.10

0.15

10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

一般廃棄物（t） 2018年 2022年



産業廃棄物の削減

取組紹介欄

2018年

2022年

建設副産物の再資源化率の向上

取組紹介欄

水道水（倉庫分）の削減

取組紹介欄

2018年

2022年
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（単位：t）

（単位：m3）

SDGsとの関わり

11.07
2018年 576.11 2022年合計

0 00 1

取組結果とその評価、次年度の取組内容

13 2022年

日常的な節水の励行により、使用量の削減を図れた。次年度以降
も、日常的な節水に心がけ、削減を継続したい。

取組結果とその評価、次年度の取組内容

361.22

7月
1

3月 8月
1 1

6月
1

取組結果とその評価、次年度の取組内容

1
4月

11
5月 9月

SDGsとの関わり

0

2月
2

合計 3

77.86

11月
11

12月 1月

・水漏れ点検(随時) ○
0 0
0

1
0 0 1 0
1

75.08

○
×

達成状況

10月 11月

27.10

数値目標
・産業廃棄物の分別 ○

○

4月 6月
3.71

8月 9月
39.23

分別を徹底し減量化に努めた結果、目標を達成できた。次年度も、
さらなる分別・減量化を推進する。

82.9177.50 69.35

混合廃棄物・木くず・廃プラ・廃石膏ボー

7月

○

達成状況

3.11 24.61 24.41 10.721.07 83.31

12月
45.76

3月1月

88.23 10.48 46.73
21.64

・日常的な節水の励行 ○

0

0

2018年
0 0 1

支配率の大きいコン殻・アス殻除く

0 0
混合廃棄物・木くず・廃プラ・廃石膏ボー

10月

○

569.35

分別の徹底に努め発生量は減少したが、再資源化率は低下し、目
標を達成できなかった。次年度以降も、さらなる分別・減量化を推
進する。

9.16

0

数値目標

数値目標
・分別の徹底

2月

30.38

達成状況

0

48.15 25.76
5月

0
支配率の大きいコン殻・アス殻除く

0

1

2

3

10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

水道水（㎥） 2018年 2022年

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00
産業廃棄物（t） 2018年 2022年



グリーン購入の推進

省エネルギー・長寿命住宅の提案

環境に配慮した工事の推進

□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。 遵守評価日　2023年10月2日

□代表者による全体の評価と見直し・指示 実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり 実績を踏まえて見直す

実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり
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関係当局より違反等の指摘はありませんでした。なお、違反、訴訟等は過去３年間ありません。

・太陽光発電設備の設置提案 0

緑豊かな地域環境の形成に関す
る条例

浄化槽法

・市町や県との協議、届出等の手続 遵守

・浄化槽の定期点検　保守点検 遵守

2023年10月31日

フロン排出抑制法 ・建物解体時における業務用のエアコン・冷凍冷蔵機器の有無を事前に
確認し、その結果を書面で発注者に書面で説明。書面の写しは3年間保管

・空調機の点検記録 遵守

該当なし

・事故時の措置と届出 該当なし

・石綿含有建材の事前調査結果の県への報告 該当なし

・石綿含有建材の事前調査記録の現場への備え置きと、解体工事後、3年
間保管

該当なし

大気汚染防止法

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守できていました。

・長期優良住宅の提案を積極的に行う。 ○

・高断熱のサッシ設置・取替えなどの提案

達成状況

取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況

○

取組結果とその評価、次年度の取組内容

適用される法規制

発注者との打ち合わせにより、現場資材で可能なものは、県産材
を積極的に利用した。次年度も継続して取り組む。

・木材など現場資材で可能なものは、県産材を
積極的に利用する。

○

情報誌等で広報活動を行った。次年度も継続して取り組む。

・その他エコ製品の提案
0

廃棄物の処理及び清掃に関する
法律

建設工事に関する資材の再
資源化等に関する法律

・特定建設作業実施届出(市町村長に7日前までに） 遵守

・対象建設工事の届出等
・分別解体の実施と再資源化
・現場ごとに標識の掲示

遵守

・特定建設作業実施届出(市町村長に7日前までに） 遵守
騒音規制法

・産業廃棄物処理業者との委託契約書の締結
・産業廃棄物管理票の交付と管理
・一般廃棄物減量推進及び適正処理
・マニュフェスト伝票交付状況等報告

適用される事項（施設・物質・事業活動等） 遵守状況

振動規制法

遵守

・石綿含有建材の使用禁止
・クロルビリホス添加建材の使用禁止
・ホルムアルデヒドに関する規制

遵守
建築基準法

推奨事項となり、数値は把握しないこととしたが、カタログ等で確認
し、グリーンマーク商品の優先的な購入に努めた。次年度も、継続
して取り組む。

（数値は把握せず） 0

達成状況

・事務用品グリーン購入を心がける

　社員一丸となって、環境負荷の低減に取り組み、環境経営目標を達成することができました。電力による二酸化炭
素削減について、エアコンの温度管理、不要な照明の消灯等に努め、さらに空調設備を更新したことにより、削減目
標を達成できました。引き続き、温度管理等に努め削減を図ります。
　自動車・重機の燃料による二酸化酸素削減についても、低燃費の重機への更新等により削減目標を達成できまし
た。今後も車両更新時に低燃費車の導入に取り組み、さらなる二酸化炭素削減を図ります。産業廃棄物について
は、分別の徹底、適正処理に取組んでおり、取組みの強化により、建設副産物の再資源化率の向上等を図ります。
今後も、継続的な改善に取り組み、地域、社会に貢献してまいります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社アース建設

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　松本　政信

取組結果とその評価、次年度の取組内容


